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本日の流れ本日の流れ

1. 2005年度公式文書の改訂点
1. 認定審査の申請に必要な条件＜2005年度以降の取り扱いについて＞

（2005/2/2）
2. 認定基準 →2004年度から変わらず
3. 認定・審査の手順と方法 → 2005/1/20改訂
4. 自己点検書の手引き → 2004/12/16改訂
5. 自己点検書(本文編) → 2004/12/16改訂
6. 自己点検書(資料編) → 2004/12/16改訂
7. 中間審査自己点検書フォーマット例 → 2004年度から変わらず

2. エンジニアリングデザイン教育の重視
1. WAの指摘(2003年度審査オブザーバ)
2. 国際シンポジウム(2004/12/4～5)
3. 認定・審査の手順と方法の改訂(2005年度適用)
4. UICのSenior DesignとEngineering Expo

3. 大学院技術者教育プログラム認定への動き
1. JABEEの動き
2. アンケート結果
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20052005年度改訂年度改訂
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20052005年度改訂点年度改訂点
認定審査の申請に必要な条件認定審査の申請に必要な条件

• 学習・教育目標の公開・周知
– 公開時期：2004年度開始時点まで
– 周知対象：少なくともプログラムに関わる教員と3年生以上

• 修了生または実質的修了生の存在
• 学習・教育目標の達成を証明する資料等

– 少なくとも2年分
• 履修者の決定

– 遅くとも3年次の学期開始時まで
• プログラム名の公開

– 遅くとも2004年度開始時点までにJABEEが認める形式(4種類)によるプログ
ラムの設定と公開

• 点検項目に基づく自己点検結果
– すべて「3」以上

• 中間審査対象プログラム
– 2003年度に認定され(認定決定は2004年春)、認定期間を2年とされたプログ
ラム

• その他－認定申請に必要な書類
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20052005年度改訂点年度改訂点
認定審査の手順と方法認定審査の手順と方法

1. まえがき
2. 認定の目的，対象および有効期間

1. 認定の目的
2. 認定の対象
3. 認定の有効期間

3. 認定・審査の基本方針
4. 認定・審査の手順
5. 審査の項目，意図・方法および留意点

1. 基準１：学習・教育目標の設定と公開
2. 基準２：学習・教育の量
3. 基準３：教育手段
4. 基準４：教育環境
5. 基準５：学習・教育目標の達成
6. 基準６：教育改善
7. 補則：分野別要件

6. 実地審査
1. 実地審査の項目
2. プログラム点検書
3. 実地審査のスケジュール(例)
4. 実地審査の手順と方法

7. 審査結果の記述および認定行為
1. 審査結果の記述
2. 認定行為

8. 審査報告書の作成等と認定・審査におけ
る各組織の責務

1. 審査報告書の作成等
2. 審査における各組織の責務

9. 中間審査の手順と方法
1. 手順
2. 中間審査項目
3. 参考項目
4. 判定
5. 中間審査自己点検書
6. 審査方法
7. 審査結果の記述
8. 審査報告書の作成等
9. 認定行為
10. 審査チームの構成

デザイン能力に関する記述 より具体的な記述
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(1(1--1)1)

• 5.1 基準1：学習・教育目標の設定と公開
(e)種々の科学，技術および情報を利用して社会の
要求を解決するためのデザイン能力
(i) ここでいう「デザイン」とは，「エンジニアリ
ングデザイン（engineering design）」を指す。すな
わち，単なる設計図面制作ではなく，「必ずしも解
が一つでない課題に対して，種々の学問・技術を統
合して，実現可能な解を見つけ出していくこと。」
であり，そのために必要な能力が「デザイン能力」
である。デザイン教育は技術者教育を特徴づける最
も重要なものであり，対象とする課題はハードウエ
アでもソフトウエア（システムを含む）でも構わな
い。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(1(1--2)2)

(ii) デザイン能力には，次のような能力が含まれる。
・構想力
・問題設定力
・種々の学問，技術の総合応用能力
・創造力
・公衆の健康・安全，文化，経済，環境，倫理等の観点から問題点を認
識する能力，およびこれらの問題点等から生じる制約条件下で解を見出
す能力
・構想したものを図，文章，式，プログラム等で表現する能力
・コミュニケーション能力
・チームワーク力
・継続的に計画し，実施する能力など
すなわち，デザイン能力には，技術者教育の成果として求められる能力
の全てが関わっているが，これらの能力のうち，最小限どの程度の能力
を身に着けさせるかについて，学習・教育目標として具体的に設定され
ているか，また，それが分野のデザイン能力として相応しいものかどう
かを審査する。その際，上記のデザイン能力が，基準1（1）の他の項目
（(e)を除く(a)-(h)の項目）に対して設定された学習・教育目標に含まれ
ている場合には，それも考慮して適切かどうかを判断する。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(2)(2)

• 5.3.2 教育方法
(略)
なお，デザイン能力の教育を，種々の科目に
分散して行っている場合には，デザインを体
験させているかどうかに注意する。卒業研究
でデザイン能力の教育を実施している場合に
は，修了生全員が適切なデザイン能力の教育
を受けているかどうかを審査する。デザイン
の体験教育としては，例えば，産業界や地域
社会などと連携・協力し，チームでデザイン
を体験させて学ばせる教育などが望ましい。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(3)(3)

• 5.5 基準５：学習・教育目標の達成(1)
(略)
なお，デザイン能力の証明として，卒業研究
論文が提示されている場合には，デザインの
対象は何か，また，基準1（1）(e)に関連した
デザイン能力の証明になっているかについて
審査する。この場合，卒業研究論文は，デザ
イン能力に関連して設定された学習・教育目
標の観点から評価されていなければならない。
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20052005年度改訂点年度改訂点
自己点検書の手引き自己点検書の手引き

• 表3、6、9の改訂
– 2004年度初夏に改訂されたものを正式採用
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中間審査の手順と方法中間審査の手順と方法

• 基本的に通常審査と同じ
• 異なる点

– 審査対象項目が限定される
– 自己点検書審査のみか実地審査を伴うか

• 書類審査のみの場合
– 追加説明書(実地審査結果に対する事実誤認の申
立等)がない

– 異議申立書・改善報告書(一次審査報告書に対す
る)の提出期限が「書類審査提出日(一次審査報告
書の締切)」後3週間以内(実地審査を伴う場合は7
週間以内)
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エンジニアリングデザイン教育エンジニアリングデザイン教育
の重視の重視
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エンジニアリングデザイン教育の重視エンジニアリングデザイン教育の重視
WAWAの指摘の指摘

基準1(1)(e)「種々の科学、技術および情報を利用して社会の
要求を解決するためのデザイン能力」を含む学習・教育目
標の達成が主として卒業研究の場合

卒研担当の教員の多様性と卒研テーマの多様性から、

エンジニアリングデザイン能力が卒研のどの部分で身に付
いたか？

の根拠説明が求められたとき、

個別学生の卒研やその論文（実地審査で開示要求される資
料の一つ）によっては、（すべての研究室で共通に設定さ
れる）卒研の達成目標とエンジニアリングデザイン能力獲
得の達成目標の設定と根拠において、曖昧さが指摘され、
一部が弱いとか抜けていると指摘される恐れ
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Engineering DesignEngineering Designの定義の定義

ABET Criteria for Accrediting Engineering Programs
(Effective for Evaluations During the 2004-2005 Accreditation Cycle)

Criterion 4. Professional Component
“Engineering design is the process of devising a system, 
component, or process to meet desired needs. It is 
decision making process (often iterative), in which the 
basic sciences, mathematics, and the engineering 
sciences are applied to convert resources optimally to 
meet these stated needs.”
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JABEEJABEE国際シンポジウム国際シンポジウム(2004/12/4(2004/12/4--5)5)
グループグループB (B (情報・電気・電子情報・電気・電子))

• 全体：各国の事例と国内分野の現状、課題、方向性
• 当該分野の「デザイン教育」に関する情報提供

– 米国の例 Thomas Rhyne先生
– 各国ならびに日本の現状と課題 篠田庄司先生

– 国内の情報分野の例 掛下哲郎先生

• 小グループ別ディスカッション
– 小グループごとのデザイン教育に関する議論
（Performance Criteria，教育方法・手段，評価法）

– パネルディスカッション，全体討議
• 小グループごとの議論の披露
• グループＢとしての見解の取りまとめ
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プロジェクトスタイル例プロジェクトスタイル例

• The “Usual” Project 
Assignments

• Serialized Projects

• Two-Term Assignment

出典：Thomas Rhyne: 
“Engineering design – a 
personal view”, JABEE国際
シンポジウム, 2004/12/4-5.

Between Terms

Between Terms

Between Terms

Between Terms

Completed Project
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グループグループBB討議討議
エンジニアリングデザイン教育に不可欠なキーワードエンジニアリングデザイン教育に不可欠なキーワード

• 課題の正確な把握
• 要求を満たす実現案
• 実現した結果の正確な評価（含コストなど）
• ドキュメンテーション
• プロジェクトマネージメント
• 複数の実現案から適した解の選択
• 適切なコミュニケーション（含チームワーク)

下線のキーワード：
現在の基準1(1)(e)ならびに「手順と方法」の基準
1(1)(e)の記述には明記されていない
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エンジニアリングデザインに関するエンジニアリングデザインに関する
JABEEJABEE公式記述公式記述(2004(2004年度版年度版))

基準1(1)(e)
• 種々の科学、技術および情報を利用して社会の要求を解決
するためのデザイン能力

「手順と方法」中基準1(1)(e)に関する記述
• 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決
するためのデザイン能力
「デザイン能力」とは，単なる設計図面制作の能力ではな
く，構想力，種々の学問・技術を統合して必ずしも正解の
ない問題に取り組み，実現可能な解を見つけ出していく能
力をいう。
種々の学問・技術等の具体的内容が明確かどうか審査する。
分野によって異なるが，社会のニーズの取り込み方，プロ
トタイプの作成と評価（性能のみならず，安全性，経済性，
環境負荷なども含む。），品質管理，創造性，問題設定力
などを加えることが望まれる。



20
Copyright © 2005 by Mitsunori Makino

ローズハルマン工科大学ローズハルマン工科大学(R(R--HIT)HIT)が掲げている学習目標が掲げている学習目標
「「ⅡⅡ..専門技術面での学習目標」のエンジニアリングデザイン能力専門技術面での学習目標」のエンジニアリングデザイン能力

D. 設計

注文主のニーズを満足するための製品とかプロセスを、制約条件下で
設計できる能力

1. 顧客／注文主のニーズと制約条件を明確にした設計仕様を作れること
2. 上述の課題に対する複数の解決策を考え出し、それらの解決策を評価し、
妥当な解決策を選択することにより、概念設計をなし得ること

3. 適切な設計ツールと方法論を用いて、詳細設計をなし得ること
4. 製品とかプロセスの設計仕様が無駄のないものか過剰なものかをテストし、
洗練することができること

5. 最終的な製品とかプロセスが、あるべき規制に対し標準的なかたちで適合
していることを制約条件下で文書で示せること

6. 製品とかプロセス、関連文書を注文主に説明し、引き渡せること

R-HITが提示している学習目標は、JABEEが認定申請をする高等教育機関に対し、
参照を勧めているものである。

仮訳 電気・電子・情報通信およびその関連分野委員会(2003/9/29) Rev.1
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ＪＡＢＥＥ国際シンポジュウムＪＡＢＥＥ国際シンポジュウム
「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識((改訂改訂))

1. エンジニアリングデザインは技術を特徴
づける最も重要なものであり、その教育
は、国、分野により程度や内容に違いは
あるものの、技術者教育において非常に
重要であると認識されている。

2. エンジニアリングデザインの体系的教育
方法は分野によっては確立されていない
が、伝統的な設計教育にとどまらず、
種々の課題に対応する種々の新たな教育
が試みられている。
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ＪＡＢＥＥ国際シンポジュウムＪＡＢＥＥ国際シンポジュウム
「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識((改訂改訂))

3. エンジニアリングデザイン能力には、問題設定
力、構想力、創造性、種々の学問・技術の統合
化・応用能力、構想したものを図や文章、式、
プログラム等で表現できる能力、経済性・安全
性・倫理性・環境への影響等の観点から問題点
を認識し、これから生じる制約条件下で解を見
出す能力、継続的に計画し実施する能力、コ
ミュニケーション能力、チームワーク力など多
くの能力が含まれる。すなわち、技術者教育全
てが関係しており、数科目程度の授業で教育で
きるものでない。また、学部教育でこれらの能
力を全て身に着けさせるのは極めて困難である。
従って、最小限どの程度の能力を身に着けさせ
るかは、各分野およびプログラムで今後さらに
検討する必要がある。
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ＪＡＢＥＥ国際シンポジュウムＪＡＢＥＥ国際シンポジュウム
「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識「技術者教育とエンジニアリングデザイン」共通認識((改訂改訂))

4. エンジニアリングデザイン教育には産業界等社
会との協力が重要である。

5. 各分野およびプログラムでエンジニアリングデ
ザイン教育を見直し、学生が習得した能力の評
価方法を含め、さらに改善すべきである。特に、
エンジニアリングデザイン教育を創成型科目や
卒業研究で対応する場合には、その内容、実施
方法を見直すべきである。

6. 少なくともJABEE認定のガイドラインである
「認定・審査の手順と方法」の関連部分に、こ
れらを盛り込むべきである。

全研究室で上記能力の最低水準を
達成可能なように計画しているか？
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(1(1--1)1)

• 5.1 基準1：学習・教育目標の設定と公開
(e)種々の科学，技術および情報を利用して社会の
要求を解決するためのデザイン能力
(i) ここでいう「デザイン」とは，「エンジニアリ
ングデザイン（engineering design）」を指す。すな
わち，単なる設計図面制作ではなく，「必ずしも解
が一つでない課題に対して，種々の学問・技術を統
合して，実現可能な解を見つけ出していくこと。」
であり，そのために必要な能力が「デザイン能力」
である。デザイン教育は技術者教育を特徴づける最
も重要なものであり，対象とする課題はハードウエ
アでもソフトウエア（システムを含む）でも構わな
い。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(1(1--2)2)

(ii) デザイン能力には，次のような能力が含まれる。
・構想力
・問題設定力
・種々の学問，技術の総合応用能力
・創造力
・公衆の健康・安全，文化，経済，環境，倫理等の観点から問題点を認
識する能力，およびこれらの問題点等から生じる制約条件下で解を見出
す能力
・構想したものを図，文章，式，プログラム等で表現する能力
・コミュニケーション能力
・チームワーク力
・継続的に計画し，実施する能力など
すなわち，デザイン能力には，技術者教育の成果として求められる能力
の全てが関わっているが，これらの能力のうち，最小限どの程度の能力
を身に着けさせるかについて，学習・教育目標として具体的に設定され
ているか，また，それが分野のデザイン能力として相応しいものかどう
かを審査する。その際，上記のデザイン能力が，基準1（1）の他の項目
（(e)を除く(a)-(h)の項目）に対して設定された学習・教育目標に含まれ
ている場合には，それも考慮して適切かどうかを判断する。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(2)(2)

• 5.3.2 教育方法
(略)
なお，デザイン能力の教育を，種々の科目に
分散して行っている場合には，デザインを体
験させているかどうかに注意する。卒業研究
でデザイン能力の教育を実施している場合に
は，修了生全員が適切なデザイン能力の教育
を受けているかどうかを審査する。デザイン
の体験教育としては，例えば，産業界や地域
社会などと連携・協力し，チームでデザイン
を体験させて学ばせる教育などが望ましい。
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20052005年度認定・審査の手順と方法年度認定・審査の手順と方法
エンジニアリングデザインに関する改訂部分エンジニアリングデザインに関する改訂部分(3)(3)

• 5.5 基準５：学習・教育目標の達成(1)
(略)
なお，デザイン能力の証明として，卒業研究
論文が提示されている場合には，デザインの
対象は何か，また，基準1（1）(e)に関連した
デザイン能力の証明になっているかについて
審査する。この場合，卒業研究論文は，デザ
イン能力に関連して設定された学習・教育目
標の観点から評価されていなければならない。
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UICUICにおけるにおける
エンジニアリングデザイン教育エンジニアリングデザイン教育
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The Univ. of Illinois at Chicago (UIC, The Univ. of Illinois at Chicago (UIC, www.uic.eduwww.uic.edu))にに
おけるエンジニアリングデザイン教育おけるエンジニアリングデザイン教育

• 主としてSenior Design I, Senior Design II
– 4年生(Senior)のFall Semester, Spring Semesterに設置
– ECEは必修、CSは設置されていない

(ECEはABETのEngineering Accreditation Commission (EAC), CSは
ABETのComputing Accreditation Commission (CAC)から認定)

• Senior Design I (ECE396)
– 2 hours.  Introduction to the principles and practice of product design: 

specifications, evaluation of design alternatives, technical reports, and oral 
presentations.

• Senior Design II (ECE397)
– 2 hours.  Application of engineering principles and optimization to the 

solution of the design problem initiated in ECE396.  Implementation and 
testing of the design.  Prerequisite: ECE396.

• Undergraduate Research (ECE392) ※選択科目
– Research under close supervision of a faculty member.

ECE: Dept. of Electrical and Computer Engineering
CS: Dept. of Computer Science
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UIC Engineering EXPOUIC Engineering EXPO
• ポスター発表＋実機によるデモンストレーション

– Senior Design I, IIの集大成として位置付け
– 参加形態：学科によって異なる(全チームが参加する場合、
学科内選抜を経た代表チームのみが参加する場合)

• 多様な関係者
– 学部、関係学科、同窓会、PE
– Expo全体ならびに各部門にスポンサー

• 賞金・賞品・特典付き

• 審査員
– 内部(教授)
– 外部(卒業生？の技術者)
– 一般参加者投票、参加チームの相互評価
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EXPOEXPOプログラムプログラム((表紙表紙))
教授審査員

(関係学科各2～4名) 企業審査員
(部門別)

University of Illinois at Chicago College of Engineering
The Professional Engineering Society Council
present the 14th Annual UIC Engineering EXPO
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EXPOEXPOプログラムプログラム((裏表紙裏表紙))

各種スポンサー
を記載
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ECEECEプロジェクト一覧プロジェクト一覧

1. The Expergo Alarm Clock
2. Automated Bartender
3. Portable Solar Powered Variable DC 

Supply
4. Electronically Controlled Greenhouse
5. The Fingerprint Lock
6. Wireless MP3 Transmission Unit
7. Wireless Home Lock
8. Life Watch
9. Electronic Telephone Book Device
10. Web-Enabled E-Commerce Foods 

and Services
11. Smart-Blue Appliance Control 

System (ACS-1000)
12. Internet-Based Home Monitoring and 

Control System
13. 100MHz Two-Channel USB 

Oscilloscope
14. Portable Refreshable Braille Display 

with Memory

15. Accident Alert System
16. Real-Time Wireless Controller for 

Synchronous Buck Converters
17. The Robot Artist
18. Voice-Switched Speakerphone for 

Wireless Phones
19.19. Virtual MouseVirtual Mouse
20. Wireless Baby Heart Rate Monitor
21. Traffic Red-Light Sensor
22. Universal Parking System
23. Brake Deterioration Notification System
24. Automatic Vehicle Detection System 

Using OCR
25. Cellular Call Detector
26. Tire Pressure Monitoring system
27. Emergency Vehicle Alert System
28. SMD Remote Car Starter
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EXPOEXPO会場の様子会場の様子
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After EXPOAfter EXPO

• ホームページに受賞プロジェクト一覧を掲載

• Arlene F. Norsym Award
$100.00 Award to the team receiving the most votes 
from students participating in Engineering EXPO: 

• Tie: 
–– Virtual MouseVirtual Mouse

Student Team Members: *****
Advisor: Professor *****

–– Production of Production of DiamondoidsDiamondoids (Nanotechnology Building Blocks)
Student Team Members: *****

– Advisor: Professor *****
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Senior Design IISenior Design IIのレポート例のレポート例

• 2002年Spring (Dept. ECE)
• 題名：Wireless Smoke 

Detection System
• 学生氏名
• アドバイザ(教員)氏名
1. Introduction

1.1 Introduction
1.2 General Information

2. Problem Statement and 
Solution
2.1 Introduction
2.2 Problem Statement
2.3 Possible Solutions
2.4 Our Design

3. Technical Analysis
3.1 Introduction
3.2 Component Analysis

3.2.1 AM Transmitters and 
Receivers

3.2.2 Range Test for Transmitters 
and Receivers

3.2.3 Encoder and Decoders
Relay

4. Circuit Design
5. Conclusion
6. Cost Analysis

– 6.1 Cost Analysis
– 6.2 Hourly Budget

References
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Hourly BudgetHourly Budget

488488160160166166162162Total HoursTotal Hours

13445EXPO Preparation

51161718Documentation

109363835Troubleshooting

40131512Testing

99343530Functional Prototyping

24699PCB Layout

185310Software Layout

60182022Design

41151511Pre-Design

33131010Research

TotalCBAName

あくまでも一例であり、
標準かどうかは不明
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““Senior DesignSenior Design””と「卒業研究」の比較と「卒業研究」の比較
((外面的要素外面的要素))

Senior Design:
• プロジェクト
• チーム
• アドバイザによる指導

(研究室配属ではない)
• 公開の場で発表(EXPO)
• 外部有識者も採点
• 採点以外に表彰と公開
• 学部主催、外部の後
援・協賛

卒業研究

• 研究
• 個人またはチーム
• 指導教員による指導

(研究室配属)
• 研究室・学科での発表
• 教員による採点
• 採点のみ
• 学科主催
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““Senior DesignSenior Design””と「卒業研究」の比較と「卒業研究」の比較

((内面的要素内面的要素))

• どちらかといえば実用
性(可能な方法の中から
与えられた制約下での
最適な選択)

• 学会発表には結びつか
ない(ビジネスには？)
(大学院進学と無関係)

• どちらかといえば新規
性(従来行われてきたも
のとの差を強調)

• 学会発表に結びつく場
合も

(大学院進学に大いに関
係)
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大学院認定への動き大学院認定への動き
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JABEEJABEEによる大学院認定への動きによる大学院認定への動き

http://www.jabee.org/OpenHomePage/sangyou_4(040702).pdf
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大学院外部認定の導入検討大学院外部認定の導入検討
1. 目的
学部教育に対する認定を拡大し、修士課程の教育プログラムの認定を行い、質の高い専門
技術者の育成を通じて社会と産業の発展に寄与する。

2. 背景
工学部学生（約10万人/年）の内、約30％が修士課程に進学し、修士卆の約85％が企業に就
職する。企業によっては新卒技術者（研究者を含む）の大部分が修士卆になっている。 <
修士卆技術者の増大>
認定された学部課程の修了者に対しては技術士一次試験が免除されるので、修士課程修了
からも一次試験免除して技術者のメインフローに乗るルートを用意する必要がある。＜技
術士制度との連携>

3. 欧米の修士（Master ）教育
演習や予習復習を要求される中身の濃い専門科目の授業が行われ、研究に打ち込むのは
Doctor コースになってからである。＜国際同等性確保＞
欧州の学習時間

ECTS（European Credits Transfer System）により共通化
180 Credits / 6Semester (Bachelor 3年)
120 Credits/4Semester (Master 2年)

1 Credit は30H 30H×60Credits/年=1800H/年
1 semester は6ヶ月で、内3ヶ月はLecture Time で40H/Week
3ヶ月はLecture Free Time でProject/Lab. Work

4. 建築家教育
UIA/UNESCO チャーターにより５年以上の教育が必要、対応するために修士課程の認定が
必要である。＜国際基準への適合>
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大学院外部認定の導入検討大学院外部認定の導入検討(2)(2)

• アンケート調査(2004/12～2005/1)
– 電子情報通信学会、電気学会、情報処理学会合
同

– 23項目
– 97専攻から回答

アンケート結果は大会本部にて掲示中



46
Copyright © 2005 by Mitsunori Makino

０．（１）関連する分野は次のどれですか０．（１）関連する分野は次のどれですか

• 35専攻：エレクトロニクス・通信系？
以降、「信学会」

• 9専攻：電気系？
以降、「電気」

• 53専攻：情報系？
以降、「情報」
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０．（２）学科と専攻科との関係は次のどれですか？０．（２）学科と専攻科との関係は次のどれですか？

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0

信
学
会

電
気

情
報

電
気
・情

報
全
体

1学科が１専攻

1学科が複数専攻

複数学科が１専攻

複数学科が複数専攻

1学科が１専攻が約半数
複数学科で１専攻が２０～３０％
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１．（１）現状の修士教育に具体的な目標（何ができるよ１．（１）現状の修士教育に具体的な目標（何ができるよ
うになるか）が成文化されていますか。うになるか）が成文化されていますか。

0.0
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40.0
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70.0

信
学
会

電
気

情
報

電
気
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報
全
体

Yes

No

その他

具体的な目標を成文化しているのは約６０％だが、
情報は４０％とやや低い
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１．（２）目標が成文化されていても、いなくて１．（２）目標が成文化されていても、いなくて
も、現在の教育はどれに近いですか。も、現在の教育はどれに近いですか。

0.0
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80.0

100.0

120.0

信
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電
気

情
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電
気
・情

報
全
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高度技術者

高度科学者

高度教育者

その他

全ての分野で現在の状況は
圧倒的に高度技術者の育成に向いている
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１．（３）１．（３）JABEEJABEEの学部に対する認定審査のように、修士課程に具体的な教育・学習の学部に対する認定審査のように、修士課程に具体的な教育・学習
目標を掲げ、その達成が保証されているか、また、その水準向上に向かって教育改善目標を掲げ、その達成が保証されているか、また、その水準向上に向かって教育改善

が行われているかを審査しようという考えがありますが、どう考えますか。が行われているかを審査しようという考えがありますが、どう考えますか。
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電
気
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報
全
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必要ない

必要

その他

大学院認定の要・不要は
ほぼ拮抗
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１．（４）「必要でない」とご回答の場合１．（４）「必要でない」とご回答の場合
その理由は何ですか。その理由は何ですか。
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電
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忙しい

質向上しない

その他

情報系で
「自由な教育にあわない」が比較的多い
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１．（５）貴学科の修士修了後の進路の割合１．（５）貴学科の修士修了後の進路の割合
[[博士後期課程・国公立研究所博士後期課程・国公立研究所]]
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過半数が博士後期課程進学と回答した専攻はない
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１．（５）貴学科の修士修了後の進路の割合１．（５）貴学科の修士修了後の進路の割合
[[企業就職の割合企業就職の割合]]
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2/3の専攻が「8割以上が企業への就職」と回答
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１．（６）修士課程における１．（６）修士課程における
「高度エンジニア育成」についてお伺いします。「高度エンジニア育成」についてお伺いします。
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将来考える

考えない

その他

将来を含めると70％が
高度エンジニア育成を考えている
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１．（７）１．（７）修士課程を修士課程を
博士課程前期の教育と考えることについて伺います。博士課程前期の教育と考えることについて伺います。
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当分同じ考え

将来変える

その他

ほとんどが
博士前期課程としての位置付け
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１．（８）１．（８）目標別にコース分けを考えていますか。目標別にコース分けを考えていますか。
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将来考える
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その他

特に情報系(48%)は
コース分けを考えていない



57
Copyright © 2005 by Mitsunori Makino

２．（１）２．（１）選考方法についてお伺いします。選考方法についてお伺いします。
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推薦

試験と推薦

その他

情報系で
試験のみの方法がやや多い
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２．（２）入学者の割合についてお伺いします。２．（２）入学者の割合についてお伺いします。
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学部からの進学者が圧倒的だが
他大学からもある程度入学している
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２．（３）学部教育との連続性を２．（３）学部教育との連続性を
どのように考えていますか。どのように考えていますか。
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電気系は学部教育との連続性を100%重視
情報系では修士教育の独自性を重視する割合が比較的多い
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２．（４）２．（４）補習教育をしていますか。補習教育をしていますか。

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0

信
学
会

電
気

情
報

電
気
・情

報
全
体

していない

している

将来する

特に情報系(24%)で
補習教育を実施
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3.3.貴学の修士教育について更にお尋ねします。貴学の修士教育について更にお尋ねします。
（１）カリキュラムと修了要件についてお伺いします。（１）カリキュラムと修了要件についてお伺いします。

必要総単位数 大学数
0 2
11 1
22 1
30 89
32 2
34 2

ほとんどの専攻で
30単位を修了要件としている
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修士論文の単位数修士論文の単位数

0 30
0だが必須 6
2 2
4 4
5 1
6 17
8 22
10 10
12 4
14 1

単に合否の場合と、6～10単位相当としている場合に大別
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３．（２）３．（２）シラバスはありますかシラバスはありますか
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ほとんどの専攻で
シラバスを用意している（質・量は不明）
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３．（３）３．（３）修士教育を改善する取組を行なっていますか。修士教育を改善する取組を行なっていますか。
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改善の取組を実施中・検討中が
ほぼ拮抗
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４．（１）ヨーロッパの現状を知っていますか。４．（１）ヨーロッパの現状を知っていますか。
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４．（２）ヨーロッパと同等性を確保することについて４．（２）ヨーロッパと同等性を確保することについて
どうどう思っていますか。思っていますか。
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４．（３）ヨーロッパでの標準的学習時間や必要単位数に４．（３）ヨーロッパでの標準的学習時間や必要単位数に
対して日本はどうすべきとおもわれますか。対して日本はどうすべきとおもわれますか。

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

信
学
会

電
気

情
報

電
気
・情

報
全
体

同等性は必要ない

同等にすべき

その他

ヨーロッパの現状をほとんど知らない状況下での回答
特に情報系で同等性に否定的



68
Copyright © 2005 by Mitsunori Makino

５．（１）５．（１）JABEEJABEEを受審するとしたらどの形態を希望しますを受審するとしたらどの形態を希望します
か。その理由をご記入下さい。か。その理由をご記入下さい。
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５．（２）学部の５．（２）学部のJABEEJABEEの受審予定についてお伺いします。の受審予定についてお伺いします。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

既
／
H1
7受

審

今
準
備
中

検
討
中
だ
が
予
定
な
し

考
慮
中

そ
の
他

信学会

電気

情報

電気・情報全体

全体の15％が既に受審済みあるいは今年受審
全体の4割強が検討中だが予定なし



70
Copyright © 2005 by Mitsunori Makino

５．（３）５．（３）JABEEJABEEに対する要望・意見等に対する要望・意見等
[[大学院に関する内容大学院に関する内容]]

日本では、多くの教員が学部教育と大学院の教育とを兼任しているが、大学院教育もECTS型並に
120単位きちんと行うためには、教職員の数を大幅に増やす必要があると考える。JABEEは該当する
政府機関に積極的に働きかけていただきたい。
大学院認定の基準案を策定した段階で、JABEE認定校その他受審予定校からの意見を聴取して、
妥当な意見は基準の中に反映してほしい。
世界に通用する日本型のJABEE大学院外部認定制度を構築していただきたい。
学部教育はWAに基づくABET型で、大学院教育はEU型で、とするのは一貫性がなく混乱を招くよう
に思われる。一貫した認定制度の構築をお願いしたい。
日本の大学院では、院生は研究に多くの時間を割いていることが一つの特徴と考えるが、ECTS型
では座学の受講科目数が大幅に増える。
修士課程だけでなく、博士課程も含めた教育の高度化が必要。また、実態として、修士課程修了
後、技術者として企業に就職する学生も多いが、その場合も研究者としての素養も持つ学生育成が
必要だと考えている。
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調査まとめ調査まとめ

• 本分野の母体となる学部学科が幅広い
→必ずしも学部と同時に受審しない

• ヨーロッパの現状について十分には伝わっていない
大学院認定に関するJABEEの方針について知らされていな
いこと
→なぜヨーロッパとの整合性？教育機関の戸惑い

• 自主的に教育改善を進めるための活動は必要との認識

• 正式審査開始までに
認定基準だけでなく、
大学院認定の目的・意義にも十分な周知が必要

• 少なくとも十分時間の余裕をもった基準の公開と、経過措
置が必要
特に、一旦公開した基準ならびに審査手順の、
厳しい方向への改正にはしばらく慎重であるべき


